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1   はじめに 
ゼラチンは，コラーゲンの変性により得られるタ

ンパク質である。ゼラチンゲルの物性は時間ととも

に緩やかに変化し続け(エイジング)，ガラス状物質
と同様の非平衡状態であると考えられている[1]。本
研究では，ゼラチンゲルのエイジングによる微視的

な構造変化を X 線小角散乱(SAXS)により調べるこ
とを試みた。 

 
2   実験 
試料として豚皮由来酸処理ゼラチン(250 Bloom)を，

溶媒として Milli-Q 水を用いて，5.0 wt%ゼラチン水
溶液を調製した。溶液をセルに封入し，60℃で 15
分加熱後，25℃へ急冷し 30 min または 23 h 保存
した試料について SAXS 測定を行った。SAXS 測
定は高エネルギー加速器研究機構 PF, BL-6A で行っ

た。測定温度は 25℃である。 
 

3   結果および考察 
図１に得られた SAXS 曲線を示す。散乱曲線の

形はエイジングによってほとんど変化しなかったが，

散乱強度はエイジングによりわずかに増加した。 
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図１：急冷後 30 min (赤)と 23 h (青)の SAXS 曲線 

 

図２のように，散乱曲線は 0.3 nm-1< q < 1 nm-1 で

は Ornstein-Zernike 式(1), q > 1nm-1 では断面の

Gunier 近似式(2)によって表現された[2]。 
I = I0/(1 + ξ2q2)  (1) 
I = (A/q) exp(-Rc

2q2) (2) 
相関長 ξ と断面の慣性半径 Rc はエイジングによ

りほとんど依存せず，ξ = 3.7 nm, Rc = 2.3 Å だった。

最小角領域(q < 0.3 nm-1)の挙動はより大きな構造不
均一性を示唆し，今後の詳しい検討が必要である。 
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図２：急冷後 23 h の SAXS データ(黒丸)と式(1) 

(点線)および式(2)(実線)によるフィッティング結果 
 

4   まとめ 
ゼラチンゲルの SAXS 曲線は，エイジングによ

りわずかに変化した。 
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